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弱視の生徒を支援するＩＣＴ環境の構築 
－ロービジョンを克服するための学習環境－ 

沖縄県立沖縄盲学校 教諭 宮里 修 
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１．従来の課題 
ロービジョンの生徒たちに対する配慮として、これ

まで拡大教科書・拡大読書器がよく使われてきたが、

持ち運びに不便な上、ロービジョンの生徒にとって扱

いやすいものではなかった。また、ロービジョンの生

徒たちのパソコン利用は、全盲の生徒のスクリーンリ

ーダー等の環境を流用するものであったため、拡大文

字を判別できる視力があるのにもかかわらず、音声と

キー入力のみでパソコンを操作するなど、学習時に不

便を感じる事も多かった。

そこで、ＩＣＴ機器を使ったロービジョンの生徒に

対する学習支援に着目し、視覚障害者にとって使いや

すい学習環境を整備し、適切な教材を提供する事を目

的に本実践を行った。

本実践は、以下の二つの内容を中心に展開された。

第一に、ロービジョンの生徒と教師の間に、パーソ

ナルな形のモニターを配置し、双方向で画面を確認し

あえる環境を整える。この場合、生徒のモニターは液

晶モニターと、タブレット端末の２つを用意し、液晶

モニターには学習教材の表示。タブレット端末は、学

習用のソフトウェアに取り組む場合と、教師への画面

送信用に利用することとしている。

第二に、ロービジョンの生徒と教師をつなぐための、

学習用ソフトウェアの開発を目的とした。ＡＳＰの動

的なウェブページを使えば、データベースへ、学習の

情報を記録できる。市販のソフトウェアの中にも、こ

のような機能を持つものがあるが、ロービジョンのた

めにカスタマイズできるものはなく、文字の大きさや

画面のコントラストなど調整できないものも多い。そ

こで、ウェブブラウザを使って取り組める４択の一問

一答問題を作成し、授業で活用する事とした。

 
２．目的・目標
２．１ ロービジョンへの学習支援

 本実践の特徴は、ロービジョンの生徒へのＩＣＴ機

器による学習環境に着目した点にある。これまで、盲

学校では、視覚障害の学生の指導を行ってきたが、視

覚障害といっても障害の状態は様々で、大きく分けて、

全盲とロービジョンに区分される。これまで、全盲の

学生に対するＩＣＴ機器やソフトウェアの実践は多く

行われてきたが、ロービジョンに対する実践は、少な

いのが現状である。

全盲の学生が利用するスクリーンリーダーや６点入

力のソフトウェア、ピンディスプレイのような機器の

利用は、ロービジョンにとっては、使いやすいもので

はなかった。また、拡大教科書や拡大読書器は、大型

のものが多く、持ち運びや保管に向かないものが多い。

本実践のねらいは、ＩＣＴ機器を使って、ロービジ

ョンの学生への学習支援を効果的に行う事で、ロービ

ジョンの学生と教師の間の距離を縮め、より多くの事

を学ぶ機会を学生に提供するものである。

本実践で工夫した点は、新しいＩＣＴ機器技術と、

従来のネットワーク技術を組み合わせ、効率の良いシ

ステムを作り出した点である。その一例が、タブレッ

ト端末を、液晶モニターやＲＧＢ分配機などの既存の

機材と連携させて活用した点である。また、従来から

使われていたＡＳＰや windows サーバーのデータベー

ス等の技術を使って、アプリの開発をする事なく、現

場の教職員でも短時間で開発可能なレベルで、学習用

のソフトウェアを作成した点にある。これにより、ロ

ービジョンにも使いやすい学習用ソフトをそろえる事

ができた事などである。

モニターアームで、生徒の机にモニターを固定し、

ＲＧＢ分配機により教師側の画面を、各生徒のモニタ

ーに表示した。ロービジョンの生徒たちは、自分に適

した距離にモニターを調整する。モニターから目まで

の距離が、５ｃｍ程度となることもあり、モニターを

設置することで、動作が円滑に行えるようになった。

また、生徒のタブレット端末の画面は、ＷｉＦｉ接

続で、教師の側の windowsパソコンへ表示。生徒・教

師間で相互に画面を確認することが可能となった。

パソコン用の液晶モニターは、価格も安く、解像度

が高く、文字の表示に最適である。一方、拡大読書器

は高価であるため、いまでも、ＣＲＴモニターを使っ

ているところも少なくない。

安価な機材を活用する事も本実践での工夫の一つで

ある。

２．２ ロービジョン向けの学習教材の開発

校内に設置されている windows サーバーを使い、Ａ

ＳＰによる学習問題集を作成した。自動的に採点を行

い、間違えたところを確認することができる。また、

教師は、データベースに蓄積された生徒の学習の記録

を、確認することができる。

生徒が問題に取り組んだ回数、正答数、誤答数を確

認し、生徒への指導に生かす事ができる。また、タブ

レット端末のＷｉＦｉ機能を使い、調べ学習やプレゼ

ンテーションなどで利用することができた。

今回の実践で利用したのは、iPadminiとAppleTVで、

windowsパソコンとの連携も行った。 

ＷｉＦｉ機器を組み合わせ効果的に使うことで、生

徒と教師の距離を縮め学習の質を高める事ができた。

３．実践内容
３．１ ロービジョン向けの機器とソフトの整備

パソコンの液晶モニター（１４インチ）を、生徒の

机にモニターアームを使って固定し、ＲＧＢ分配機で

生徒のモニターに表示させた。

ロービジョンの生徒にとって、液晶モニターを使っ

た拡大表示は、見やすいもので、文字や画像、動画な

どを表示することで、授業の展開も効率よく行う事が

できた。また、生徒の使っているタブレット端末

（iPadmini）の画面を、ＷｉＦｉの通信環境下で、

AppleTVやソフトウェア（Reflector）を使い、教師の

Windowsパソコンへ表示させ活用した。 

１～４台のタブレット端末を一度に接続し、表示さ

せられるので、生徒とのデータの共有がスムーズに行

えた。 
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図１ 機器の設置の概念図

３．２ ロービジョン向けの問題集の活用

ロービジョンの生徒が、ブラウザ（safari、

InternetExplorer）で操作できる授業の予習・復習の

問題集を作成し、タブレット端末などを使って、利用

させた。

これまで、市販のソフトウェアを利用したが、ロー

ビジョン用に調整されておらず、文字が小さかったり、

コントラストが悪く、ロービジョンにとって扱いにく

いソフトウェアであった。

教師が学習教材を自作し、タブレット端末で操作で

きれば、ロービジョン用にカスタマイズすることが可

能となり、授業での活用の機会も増やすことができた。

また、マウスの操作が難しい生徒たちでも、タブレ

ット端末なら、自由に操作することができる。そこで、

一問一答問題や、４択問題に取り組み、知識の定着や

学力の向上を目指した。

作問した問題は、教材用サーバーに蓄積され、そこ

から windowsサーバーのＩＩＳを使い、ＡＳＰでプロ

グラミングされた教材が配信される。生徒がＡＳＰの

プログラムを介して、ＭＢＤファイルとしてデータベ

ースに保存される。生徒が何回問題を解き、正答・誤

答のポイントを分析することができた。

４．成果 
実践を行った沖縄盲学校の生徒は、視力 0.01～0.04

未満のロービジョンで、日常生活・歩行等は支障ない

が、学習の際には、文字が見えない、図形や写真資料

がはっきりしないなどの不便さを抱えていた。

ＩＣＴ機器を導入する前は、極太のチョーク、机の

上を占領する拡大読書器、本棚に収まりきらない拡大

教科書、微調整ができない書見台など、ロービジョン

にとって不便な学習環境で、進学や就職を目指して学

習していた。しかし、作文では誤字・脱字も多く、学

習活動全体に影響を与えていた。

このようなロービジョンの生徒に対しては、授業で、

配布するプリントは、文字を拡大し、24～26ポイント

のゴシック体で表示するなど、教師の側も配慮と工夫

をしてきたが、生徒が授業の際に表示される文字を確

実に視認できているのかという不安を常に抱えていた。  

全盲の生徒たちには、点字やスクリーンリーダーの

ような専用の機材があるのにくらべ、ロービジョンに

対しては、基本的なシステムがなく、ＩＣＴ機器の活

用も各盲学校の取り組みに任されているのが現状であ

った。 

広く普及している拡大読書器も、そのほとんどが本

や学習プリントを拡大表示する機能しかなく、パソコ

ンやタブレット端末の画面を表示することはできない。

今回の実践は、上記のような問題点を把握した上で、

ロービジョンに対応した学習環境の整備と学習教材の

開発を行ってきた。

特に地歴・公民の学習の際に、地理歴史用語の漢字

や旧字体の文字、図や写真資料、グラフ等の統計資料

が、液晶モニターで間近に映し出されていくのをみて、

生徒たちの興味関心は大きく高まった。

これまで、紙に大きく書いた文字を提示していたの

に比べ、学習の効率があがり、漢字の理解度が向上し、

試験の回答でも誤字脱字の数が減少した。

調べ学習やプレゼンテーションでは、生徒自らが調

べた画面を、他の生徒のモニターへ表示させ、互いに

学びあう機会も増えた。

ＷｉＦｉ接続で、複数の機器を接続し、生徒へ写真

等の資料を提示したり、生徒が撮影してきた写真を共

有するなど、タブレット端末を利用するようになって

から、積極的に調べ学習に参加する生徒が増えた。

この実践を通して、ロービジョンの生徒たちに対す

る配慮を行う事で、教師とロービジョンの生徒をつな

ぐ、改善につながったものと考えている。 

 
写真１ ロービジョンの生徒への授業の様子

５．今後に向けて 
盲学校におけるロービジョンの学生の指導では、中

学、高校と学齢が上がるごとに、学習内容が増えるに

つれて、伸び悩む場面が多くみられた。ルーペや、単

眼鏡を利用することで、教科書や黒板に書かれた文字

をみる生徒もいるが、教科書や資料から目を離すと文

字を見失う事もあり、便利とはいえない道具である。

ロービジョンの学生が、効率良く、効果的に学ぶた

めに、ＩＣＴ機器の活用は効果的である。

今回の事例のように、従来からある機材を工夫し活

用することで、ロービジョンの生徒の様々な障害の程

度に対応した学習環境が構築できることが実証できた。

今後のロービジョンに対する支援は、文字や図を拡

大するだけでなく、パソコンやタブレット端末等のＩ

ＣＴ機器を積極的に活用する取組が必要である。

これらの環境を整備することで、ロービジョンの生

徒たちが将来に向けての夢をはぐくむことのできる教

室作りを今後も続けていく事が必要である。 

ＣＥＣ成果発表会 
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